（記入例）令和２年度金沢市ガス工事資格認定試験
受験願書(兼)受験講習会受講申込書

（あて先）金沢市公営企業管理者

金沢市ガス工事資格認定試験を受験したいので、下記のとおり申込みます。
	ふりがな
	かなざわ　たろう

	受験者
氏名
	金沢　太郎　　　　　　㊞
	電話番号(携帯可)自宅220-2374

	
	
	生年月日　S３６年　　５月　１４日生

	現住所
	〒920‐0031
金沢市広岡３丁目３番３０号
（　　　　方）

	勤務先
住所・名称
	（住　所）〒920‐0031

金沢市広岡３丁目３番３０号　　　

（工事店）㈱瓦斯工業
電話番号076-220-2374　　　　　ＦＡＸ番号076-220-2639

	受験希望資格
(○で囲んでください)
	 eq \o\ac(○,Ⅰ)．ガス責任技術者
 eq \o\ac(○,Ⅱ)．第１種ガス本管工事士
	（注）併願する場合は、Ⅰ．Ⅱ．両方を○で囲んでください。

	取得済資格
(○で囲み、登録番号または資格番号を記入してください)
資格証の写しを添付してください。
	金沢市　ガス工事資格

	
	 eq \o\ac(○,Ⅰ)．第　２種ガス本管工事士
	

	
	Ⅱ．ガス機器設置士
	登録番号　　　　　　９９９９　号

	
	(一社)日本ガス協会　ガス工事資格

	
	 eq \o\ac(○,Ⅰ)．第　１種内管工事士
	資格番号 ０７０００１２３４５ 号

	他の受験要件資格
現在有効な資格証の写しを添付してください。
	（　　　　　　　　　　　　　　）
	（　　　　　　　　　　　　　　）

	
	（　　　　　　　　　　　　　　）
	（　　　　　　　　　　　　　　）

	写真

縦3cm×横2.4cm
　　年　　月撮影
○願書提出日の３ヶ月以内に撮影した上半身脱帽正面向きの写真を貼付すること。
	※通知書番号
	

	
	※受験番号
	

	
	◎記入上の注意事項
・記入は、油性ペンを使用してください。
・※欄は記入しないでください。
・受験資格であるガス工事の実務は、金沢市企業局が認定したガス工事店においての受験資格相当の実務です。
・受験資格である実務年数を満たすために、複数社の実務経験を記入した場合は、各社の証明が必要です。
・「令和２年度金沢市ガス工事資格認定試験及び受験講習会のご案内」をよく読んで記入してください。
（裏面も記入してください）


履歴に関する事項
	学歴
	年月日
	記事

	
	平成8年　月　日
	～高校卒業

	
	平成8年　月　日
	～大学卒業

	実務経験
	年月日
	記事　　（受験資格を有する経過を明記すること）

	
	平成　年　月　日
	株式会社　瓦斯工業に入社

	
	平成　年　月　日
	第２級ガス工事士取得（現名称　第２種ガス本管工事士）

	
	平成19年4月1日
	第２種内管工事士、活管工事取得（ガス内管工事士移行による取得）

	
	平成19年10月31日
	第１種内管工事士資格取得

	
	
	現在に至る

	証明
	実務経験証明
工事業者名
代表者氏名
承認印
	受験者の実務経験について、相違ないことを証明します。

第　１種ガス本・内工事店・認定番号　第　９９９　号

株式会社　瓦斯工業
石川　次郎　㊞

	
	
	※受験資格である実務年数を満たすために、複数社の実務経験を記入した場合は、各社の証明が必要です。
	電話番号　076-220-2374

	（誓約）本申込書の記入事項について、偽り等の不正が発覚した場合においては、資格認定
　　　　後に資格を取り消されても一切異議を申し立てないことを誓約いたします。

受験者氏名　　　　金沢　太郎　　　㊞　　

	試験に必要な受験講習テキスト【金沢市ガス工事基準（設計・工事編）、（法令編）】を申込みます。
受験者氏名　　　　金沢　太郎　　　㊞　　

	◎添付書類
・写真３枚、うち１枚をこの申込書に貼付(縦3㎝×横2.4㎝のもの。
写真裏面に氏名及び生年月日を油性ペンで記載すること)

・住民票　１通
・卒業証明書の写し（学校卒業者であることを受験資格とする場合）

・ガス責任技術者受験者のうち、公的資格で受験する場合は公的資格証の写し（※液化石油ガス設備士は講習受講記録欄の写しも必要）

・第１種ガス本管工事士受験者は、(一社)日本ガス協会内管工事士資格証の写し（金沢市ガス工事資格を保有している場合はその資格者証書の写しも必要）。
	※通知書番号

	
	

	
	※受付年月日

	
	

	
	※受験番号

	
	


